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研究開発拠点における試験技術・施設等の開発

　核燃料物質を取り扱う施設において��及び�を精確に
分析することは、工程管理上は無論のこと、保障措置上
も極めて重要で、����や国の行う査察検認の前提と
なっています。
　プルトニウム燃料技術開発センター技術部品質管理課
では、これまで����９００１に基づく品質管理を行うとと
もに、より品質の高い分析結果を提供するために、以下
の技術的改善を図ってきました。
（１）各国の分析所に認証標準物質を供給している米国
���傘下の研究所である���との共同研究により、
私たちが行っている��及び�の分析に係る測定の不
確かさを、��������	
���９８ -３に基づいて推定す
る手順を確立しました。

（２）仏国���傘下の研究所である������や、���の
主催する共同分析に参加し、私たちの分析結果が、認
証値に対して精確であり、海外の主要研究機関と比
べても遜色ない分析精度であることを確認しました
（図１４ -８）。これは��濃度及び�濃度の保障措置分析
に求められる国際目標値（���）の±０．３６％（２�）
に比べ、非常に良いといえます。

（３）これまで核燃料物質中の��及び�の分析は、国内の

各機関でその手法が統一されていなかったことから、
今後分析結果の信頼性を向上させるためにも、国内
で標準化することが重要と考え、日本原子力学会内
に「計量保障措置分析品質保証特別専門委員会」を設
置し、分析法の国内標準化を図りました。これによ
り、私たちの分析手法が、標準法として認められるも
のであることが確認されました。

　これらの結果、私たちは、図１４ -９に示す認定範囲にお
いて、２０１０年３月１日、社団法人日本化学工業協会（日本
化学試験所認定機構）により、国内の核燃料施設で初め
て��������１７０２５：２００５（������１７０２５：２００５）（試験所
及び校正機関の能力に関する一般要求事項の国際標準
規格）に基づく試験所として認定されました。�������
�１７０２５は、組織の品質保証体制を認証する����９００１に
対し、ある試験所が特定の試験を行う能力を持っている
ことを、国際規格に基づき第三者機関が認定する制度
で、認定を受けた試験所の出す試験結果の信頼性は、国
際的にも認められることになります。
　今後も常に信頼性の高い分析結果を提供することで、
核燃料施設における核物質の精確な計量管理に貢献し、
核物質利用の透明性を高めていきます。

�核燃料施設として国内初の������試験所認定取得�
14 －４ �������分析の更なる信頼性向上
■ 核燃料サイクル工学研究所

図１４ -８　共同分析結果
仏国������の主催する認証標準物質を用いた共同分析に参
加し、私たちの測定結果が認証値に対して、精確であることが
確認されました。
（エラーバー：測定結果の不確かさ（９５％信頼限界））
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図１４ -９　��������１７０２５認定範囲
���燃料ペレット及びその原料粉を分析所に受け入れ、質量
分析（��）法による��，�の同位体組成分析を行うこと及び
同位体希釈質量分析法（����）による��，�の含有率分析を
行うことが認定範囲になります。
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質量分析法による核燃料物質中のPu及びUの同位体組成分析
同位体希釈質量分析法による核燃料物質中のPu及びUの含有率分析
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